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意見項目 意見内容 

１．超高速ブロードバンド

基盤の未整備エリア（約

１０％の世帯）における

基盤整備の在り方につ

いてどのように考える

か。 

 

 

２．超高速ブロードバンド

の利用率（約３０％）を向

上させるためには、低廉

な料金で利用可能となる

ように、事業者間の公正

競争を一層活性化する

ことが適当と考えられる

が、ＮＴＴの組織形態の

在り方も含め、この点に

ついてどのように考える

か。 

 

（意見） 

超高速ブロードバンドの利用を促進させるためには、利用者から

見たトータル料金が現在より安価になることが重要です。そのた

めには、インターネット接続サービスレベルでの事業者間の公平

な競争環境を確保することと、光アクセスレベルでの接続料(光ア

クセス料金)が十分低く抑えられるよう光アクセス網の整備・運営

コストを低く抑える仕組み(整備の効率化、運営の透明性確保等)

が必要だと考えます。 

以上。 
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